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一
�
序

　

李
商
隠
（
八
一
二
？
〜
八
五
八
）
の
詩
歌
は
、
中
国
古
典
詩
の
中

で
も
際
立
っ
て
特
異
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
筆
者
は
、

そ
の
特
異
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の
鍵
を
宗
教
に
求
め
、
こ
れ

ま
で
李
商
隠
の
詩
歌
と
宗
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
（
1
）

き
た
。
そ

こ
で
は
道
教
を
扱
っ
た
の
で
、
今
回
は
仏
教
と
の
関
係
を
論
じ
る
。

　

李
商
隠
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
張
采
田
の
『
玉
渓
生

年
譜
会
箋
』
で
指
摘
さ
れ
て
（
2
）

お
り
、
そ
れ
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
研

究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
李
商
隠
の
仏
教
信
仰
の

状
況
は
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、彼
は
知
玄（
八

〇
九
〜
八
八
二
）
ら
の
僧
侶
と
交
わ
り
、ま
た
早
く
か
ら
『
法
華
経
』

に
傾
倒
し
、
さ
ら
に
そ
の
他
き
わ
め
て
多
く
の
仏
典
を
読
ん
で
深
く

理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
教
信
仰
に
関

す
る
伝
記
的
事
実
の
考
証
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
付
け
加
え
る
こ
と

は
（
3
）

な
い
。

　

し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
李
商
隠
の
詩
歌
の
創
作
と
仏
教
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
は
、澤
崎
久
和
の「
晩

年
の
李
商
隠
に
お
け
る
仏
教
信
仰
と
駢
文
作
家
活
動―

晩
年
の
詩
の

成
立
契
機―

」（
中
国
文
史
哲
研
究
会
『
集
刊
東
洋
学
』
四
二
、
一

九
七
九
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
王
維
の
山
水
詩
と
同
じ
く
「
李
商

隠
最
晩
年
の
詩
の
成
立
契
機
に
も
、
禅
に
由
来
す
る
自
然
と
自
己
と

の
一
体
化
の
体
得
が
参
与
し
て
い
る
」（
二
六
頁
）
と
さ
れ
る
。

　

確
か
に
、
李
商
隠
の
仏
教
と
関
わ
る
詩
歌
に
は
自
然
描
写
を
伴
う

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
李
商
隠
は
王
維
と
は
異
な
っ
て
、
山
水
詩

人
と
評
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
こ
と
よ
り
も
李
商
隠

の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
時
間
表
現
に
注
目
す
る
。
彼
に
は
仏
教
の
哲
理

に
よ
る
時
空
認
識
を
述
べ
た
詩
が
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
も
の
と

同
様
の
時
間
表
現
が
、
彼
の
代
表
作
と
さ
れ
る
詩
歌
に
も
見
ら
れ
る

 　
　

李
商
隠
の
詩
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と
仏
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│
時
空
認
識
と
典
故
表
現
に
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│
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の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
空
認
識
は
、
彼
の
詩
歌
に
お
け
る
特

異
な
典
故
表
現
と
も
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
�
李
商
隠
の
仏
教
に
関
わ
る
詩
歌
の
特
徴

　

は
じ
め
に
、
李
商
隠
の
仏
教
に
関
わ
る
詩
の
自
然
描
写
に
つ
い
て

見
て
お
く
。
李
商
隠
は
、
大
中
七
年
（
八
五
三
）
に
、
梓
州
刺
史
・

東
川
節
度
使
柳
仲
郢
の
命
に
よ
っ
て
「
唐
梓
州
慧
義
精
舎
南
禅
院
四

証
堂
碑
銘
（
唐
の
梓
州
、
慧
義
精
舎
、
南
禅
院
、
四
証
堂
の
碑
銘
）」

を
作
る
。
そ
の
中
で
、
柳
仲
郢
の
仏
教
信
仰
に
つ
い
て
記
し
た
部
分

に
、
以
下
に
引
用
す
る
一
文
が
あ
る
。

修
竹
長
松
、
不
曾
形
迹
、
孤
峰
澹
澗
、
未
覚
親
疏
。（
修
竹
長

松
は
、
曾
て
形
迹
あ
ら
ず
、
孤
峰
澹
澗
は
、
未
だ
親
疏
を
覚
え

ず
。）

劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商
隠
文
編
年
校
注
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
二
、
第
五
冊
、
二
〇
九
九
頁
）

深
澤
一
幸
は
、
こ
の
文
に
つ
い
て
「
仏
教
に
傾
倒
す
る
柳
仲
郢
は
、

ど
う
も
山
水
自
然
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」

（「
李
商
隠
と
仏
教
」〈
吉
川
忠
夫
編
『
唐
代
の
宗
教
』
朋
友
書
店
、

二
〇
〇
〇
〉
九
〇
頁
）
と
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
柳
仲
郢
だ
け
で

な
く
李
商
隠
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
李
商
隠
の
詩
歌
で
の
仏
教
と
自
然
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
唐
代
の
仏
教
詩
人
で
あ
り
自
然
詩
人
で
も

あ
る
王
維
の
詩
と
対
比
す
る
。
王
維
の
仏
教
信
仰
に
基
づ
い
た
詩
で

有
名
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
、「
過
香
積
寺
（
香
積
寺
に
過よ

ぎ

る
）」
が
あ

る
。
李
商
隠
の
「
北
青
蘿
」
詩
は
、
こ
れ
と
同
じ
詩
型
の
五
言
律
詩

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
第
六
句
ま
で
で
山
中
の
情
景
を
描
き
、
結
び
の

二
句
で
求
道
に
つ
い
て
述
べ
る
構
成
ま
で
共
通
す
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
二
首
を
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
、
王
維
の
詩
を
引
用
す
る
。

不
知
香
積
寺　
　

知
ら
ず　

香
積
寺

数
里
入
雲
峰　
　

数
里
雲
峰
に
入
る

古
木
無
人
径　
　

古
木
人
径
無
く

深
山
何
処
鐘　
　

深
山
何
処
の
鐘
ぞ

泉
声
咽
危
石　
　

泉
声
危
石
に
咽
び

日
色
冷
青
松　
　

日
色
青
松
に
冷
や
か
な
り

薄
暮
空
潭
曲　
　

薄
暮
空
潭
の
曲

安
禅
制
毒
竜　
　

安
禅
毒
竜
を
制
す

趙
殿
成
『
王
右
丞
集
箋
注
』
巻
七
（
上
海
古
籍
出
版
社

排
印
本
、
一
九
八
四
新
版
、
一
三
一
頁
）

　

こ
の
詩
の
結
び
の
二
句
は
、
仏
典
中
の
言
葉
に
拠
っ
て
い
る
と
さ

（
4
）

れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
二
句
は
そ
の
前
の
部
分
の
情
景
描
写
と

も
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
六
句
の
「
日
色
」
を

も
た
ら
す
太
陽
が
傾
い
て
第
七
句
で
は
「
薄
暮
」
と
な
り
、
第
五
句
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の
「
泉
声
」
を
た
て
る
谷
川
の
水
は
第
七
句
で
は
静
か
な
「
空
潭
」

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
に
よ
っ
て
、
結
び
の
二
句
も
情
景
描
写

の
一
部
と
な
り
、
全
体
が
叙
景
詩
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
李
商
隠
の
「
北
青
蘿
」
詩
を
引
用
す
る
。

残
陽
西
入
崦　
　

残
陽　

西
の
か
た
崦
に
入
り

茅
屋
訪
孤
僧　
　

茅
屋　

孤
僧
を
訪た

ず

ぬ

落
葉
人
何
在　
　

落
葉　

人
何
く
に
か
在
る

寒
雲
路
幾
層　
　

寒
雲　

路
幾
層
ぞ

独
敲
初
夜
磬　
　

独
り
敲
く　

初
夜
の
磬

間
倚
一
枝
藤　
　

間し
ず

か
に
倚
る　

一
枝
の
藤

世
界
微
塵
裏　
　

世
界
微み

塵じ
ん

の
裏う

ち

吾
寧
愛
与
憎　
　

吾
寧
く
ん
ぞ
愛
と
憎
と
あ
ら
（
5
）

ん
や

　

こ
の
詩
の
第
七
句
は
、
次
に
引
用
す
る
『
華
厳
経
』
な
ど
、
多
く

の
仏
典
に
見
え
る
世
界
認
識
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

滅
除
一
切
苦
、
安
立
無
上
道
、
妙
色
悉
普
照
、
一
切
世
界
海
。

於
此
蓮
華
蔵
、世
界
海
之
内
、一
一
微
塵
中
、見
一
切
法
界
。（
一

切
の
苦
を
滅
除
し
て
、
無
上
道
に
安
立り

ゅ
うし
、
妙

み
ょ
う

色し
き

悉
く
普
く
、

一
切
の
世
界
海
を
照
せ
り
。
此
の
蓮
華
蔵
、
世
界
海
の
内
に
於

て
、
一
一
の
微
塵
の
中う

ち

に
、
一
切
の
法ほ

つ

界か
い

を
見
る
。）

仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
三
、
盧
舎

那
仏
品
第
二
之
二
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
、

四
一
二
頁
、『
国
訳
大
蔵
経
』
経
部
第
五
巻
〈
国
民
文

庫
刊
行
会
、
一
九
七
四
〉
九
九
頁
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
の
結
び
は
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
世

界
は
広
大
無
辺
で
あ
る
が
、
ち
り
の
一
粒
の
中
に
も
そ
の
世
界
の
す

べ
て
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
一
切
が
空
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
ず
る
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
対
立
は
無
効
に
な
り
、
愛
憎

の
感
情
も
ま
た
消
え
去
る
は
ず
だ
、
と
。
こ
れ
は
、
第
六
句
ま
で
の

静
謐
な
情
景
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
感
慨
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
王
維
の
詩
と
は
異
な
り
、
第
七
句
に
は
そ
の
前
の
情
景
描
写
を

直
接
承
け
た
語
は
な
い
。
つ
ま
り
、
第
六
句
で
い
っ
た
ん
叙
景
を
終

わ
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

李
商
隠
の
特
徴
は
こ
こ
に
あ
る
。
彼
は
、
仏
教
に
つ
い
て
詩
歌
に

表
わ
す
と
き
に
は
、
仏
典
中
の
言
葉
で
詩
句
を
組
み
立
て
る
こ
と
に

意
を
注
ぐ
。
そ
れ
は
「
北
青
蘿
」
詩
の
よ
う
に
自
然
観
照
か
ら
得
ら

れ
た
仏
教
的
感
慨
を
詠
む
と
き
も
同
じ
で
あ
り
、
情
景
描
写
に
託
し

た
情
緒
的
な
表
現
は
用
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
唐
代
文
人
一
般
の
宗
教
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
藤
善
眞

澄
の
論
文
を
引
用
す
る
。

　

唐
代
文
人
の
宗
教
観
を
特
色
づ
け
る
の
は
、
知
識
・
教
養
の

宗
教
で
あ
る
。（
中
略
）

　

対
句
な
ど
の
修
辞
法
は
、
お
お
む
ね
古
典
の
語
句
に
借
り
て
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旨
意
を
表
わ
す
か
ら
、
広
博
な
古
典
教
養
の
蓄
積
が
文
人
た
る

資
格
を
決
す
る
。
声
誉
を
得
る
た
め
に
は
仏
典
さ
え
も
渉
猟
せ

ね
ば
な
ら
ず
、
こ
と
に
宗
教
界
に
君
臨
す
る
仏
教
・
道
教
が
科

挙
の
問
題
に
取
上
げ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
は
知
識
人
た
る
者
、
否

応
な
く
研
鑽
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
扱
わ
れ
る
経
典
は

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
と
な
り
宗
教
性
が
希
薄
と
な

る
の
も
や
む
を
得
な
い
。

『
中
国
仏
教
史
研
究　

隋
唐
仏
教
へ
の
視
角
』（
法
蔵

館
、
二
〇
一
三
）
第
一
篇
第
九
章
、
唐
代
文
人
の
宗
教

観
、二
六
九
〜
七
〇
頁
（
初
出
、歴
史
教
育
研
究
会
『
歴

史
教
育
』
一
七―

三
、
一
九
六
九
）

す
な
わ
ち
、
李
商
隠
は
唐
代
文
人
一
般
と
同
じ
よ
う
に
仏
教
に
お
い

て
も
文
献
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
王
維
よ
り
も
強
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
儒
教
と
仏
教
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の

文
献
重
視
の
態
度
は
、
儒
教
の
載
道
文
学
に
よ
る
発
想
が
仏
教
に
ま

で
及
ぼ
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
と
さ
（
6
）

れ
る
。
李
商
隠
に
も
、
こ
れ
が
当

て
は
ま
る
詩
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
張
采
田
が
『
玉
渓
生
年
譜
会
箋
』

巻
一
で
、
大
和
九
年
、
二
十
四
歳
に
編
年
す
る
「
安
平
公
詩
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
袞
海
観
察
使
崔
戎
が
没
し
た
後
に
そ
の
人
物
を
追
慕

し
た
作
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
は
多
く
の
典
故
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ

の
一
部
に
仏
典
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
ま
ず
崔
戎
に
従
っ
て

遊
ん
だ
仏
寺
の
さ
ま
を
言
う
部
分
を
引
用
す
る
。

仰
看
楼
殿
撮
清
漢　
　
楼
殿
を
仰
ぎ
看
れ
ば
清
漢
を
撮と

る
が
ご
と
く

坐
視
世
界
如
恒
沙　
　

世
界
を
坐
視
す
れ
ば
恒
沙
の
如
し

面
熱
脚
掉
互
登
陟　
　
面
を
熱
く
し
足
を
掉ふ

り
て
互
い
に
登
陟
せ
る
は

青
雲
表
柱
白
雲
崖　
　

青
雲
の
表
柱　

白
雲
の
崖

一
百
八
句
在
貝
葉　
　

一
百
八
句　

貝
葉
に
在
り

三
十
三
天
長
雨
花　
　

三
十
三
天　

長
く
花
雨ふ

る

こ
こ
に
は
、「
世
界
」「
恒
沙
」「
一
百
八
句
」「
貝
葉
」「
三
十
三
天
」

と
、
仏
典
に
基
づ
く
語
が
多
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
仏
教

の
哲
理
を
述
べ
る
も
の
で
は
な
く
、
高
い
山
の
上
に
あ
る
仏
寺
の
雰

囲
気
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
の
詩
の
結
び
を
引
用
す
る
。

如
公
之
徳
世
一
二　
　

公
の
徳
の
如
き
は
世
の
一
二
た
り

豈
得
無
涙
如
黄
河　
　

豈
涙
の
黄
河
の
如
く
無
き
を
得
ん
や

瀝
胆
呪
願
天
有
眼　
　
瀝
胆
し
て
天
に
眼
有
ら
ん
こ
と
を
呪
願
し

君
子
之
沢
方
滂
沱　
　

君
子
の
沢　

方
に
滂
沱
た
ら
ん
（
7
）

と
す

こ
の
「
天
有
眼
」
に
つ
い
て
、
馮
浩
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
ず
る
に
、
天
眼
は
屢
し
ば
仏
書
に
見
ゆ
る
も
、
皆
此
の
句
の

義
に
非
ず
。
此
自
ら
上
天
に
眼
有
り
て
、
福
善
餘
慶
あ
る
を
願

う
な
り
。
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『
玉
渓
生
詩
集
箋
注
』
巻
一
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
七
九
排
印
本
、
三
五
頁
）

つ
ま
り
、「
天
眼
」
は
仏
典
に
見
ら
れ
る
語
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は

儒
教
の
「
天
」
の
思
想
に
依
拠
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
李
商
隠
も
初
め
は
唐
代
文
人
一
般
と
同
じ
く
、
仏
典

の
語
を
儒
教
に
拠
っ
て
理
解
し
て
用
い
て
（
8
）

い
た
。

　

し
か
し
、
李
商
隠
は
儒
教
に
よ
る
功
利
的
な
文
学
の
あ
り
方
に
疑

念
を
い
だ
く
よ
う
に
（
9
）

な
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
儒
教
よ
り
も
仏
教
を
上

に
見
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
深
澤
一
幸
は
前
出
の
「
李
商
隠
と

仏
教
」
で
、「
唐
梓
州
慧
義
精
舎
南
禅
院
四
証
堂
碑
銘
并
序
」
と
王

勃
の
「
梓
州
慧
義
寺
碑
銘
」
を
比
べ
て
、
王
勃
は
「
儒
と
仏
の
価
値

の
上
下
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
が
、
李
商
隠
は
一
歩
進

ん
で
、儒
よ
り
も
仏
が
ま
さ
る
と
の
べ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
」（
七

七
頁
）
と
す
る
。
そ
こ
で
、
李
商
隠
は
他
の
唐
代
文
人
と
は
異
な
り
、

儒
教
な
ど
既
成
の
中
国
思
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
純
粋
に
仏
教
の

哲
理
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
単
に
仏
典
を
典
故
と
し
て
用
い
る
だ
け
で
な

く
仏
教
独
自
の
哲
理
を
主
題
と
し
た
詩
歌
を
作
る
ま
で
に
到
る
。

三
�
李
商
隠
詩
に
見
ら
れ
る
仏
教
に
よ
る
時
空
認
識

　

次
に
、
李
商
隠
が
詩
歌
に
表
し
た
仏
教
の
哲
理
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
ず
気
付
く
の
は
、
仏
典
を
引
用
し
て
構
成
さ
れ
た
彼
の
詩
歌

に
は
、
日
常
的
な
感
覚
に
よ
る
尺
度
を
越
え
た
極
大
・
極
小
の
時
間

と
空
間
に
つ
い
て
言
う
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
北

青
蘿
」
詩
の
「
世
間
微
塵
裏
」
と
「
安
平
公
詩
」
の
「
坐
視
世
界
如

恒
沙
」
も
、
そ
の
例
で
（
10
）

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
二
例
は
、
空
間
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
次
に
引
用
す
る
「
送
臻
師
（
臻し

ん

師
を
送
る)

二
首
」
の

其
二
の
詩
で
は
、
時
間
と
空
間
の
両
方
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。

苦
海
迷
途
去
未
因　
　

苦
海
の
迷
途　

去
る
に
未
だ
因
あ
ら
ず

東
方
過
此
幾
微
塵　
　

東と
う

方ぼ
う

此
を
過
ぎ
て
幾
（
11
）

微
塵

　

こ
の
「
東
方
」「
微
塵
」
は
、
朱
鶴
齢
注
で
は
『
法
華
経
』
化
城

喩
品
の
仏
陀
の
滅
度
か
ら
過
ぎ
た
無
限
の
時
間
を
表
（
12
）

す
文
に
よ
っ
て

い
る
と
さ
れ
る（『
李
義
山
詩
集
』巻
上
）。
ま
た
、馮
浩
注
で
は
、『
大

般
涅
槃
経
』
寿
命
品
の
仏
土
へ
行
く
に
は
無
限
に
多
く
の
世
界
を
通

過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
表
（
13
）

す
文
に
よ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

（
排
印
本
五
一
八
頁
）。
こ
の
詩
は
僧
侶
で
あ
る
臻
師
の
旅
を
言
う
の

で
あ
る
か
ら
、
直
接
の
出
典
と
し
て
は
『
大
般
涅
槃
経
』
が
ふ
さ
わ

し
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
、
遠
く
に
あ
る
旅

の
目
的
地
へ
行
く
に
は
時
間
が
か
か
る
と
す
る
こ
と
も
重
ね
合
わ
さ

れ
て
い
る
と
見
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、「
題
僧
壁
（
僧
壁
に
題
す
）」
詩
を
丁
寧
に
読
み
た
い
。
こ
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の
詩
は
他
の
詩
と
は
異
な
り
、
仏
教
に
よ
る
時
空
認
識
そ
の
も
の
を

主
題
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
こ
れ
を
引
用
す
る
。

捨
生
求
道
有
前
蹤　
　

生
を
捨
て
道
を
求
む
る
は
前
蹤
有
り

乞
脳
剜
身
結
願
重　
　
脳
を
乞あ

た
え
身
を
剜え

ぐ
り
願が

ん
を
結
ぶ
こ
と
重
し

大
去
便
応
欺
粟
顆　
　
大
に
し
て
は
便
ち
応
に
粟
顆
を
欺
く
べ
し

小
来
兼
可
隠
針
鋒　
　

小
に
し
て
は
兼
ね
て
針
鋒
に
隠
す
べ
し

蚌
胎
未
満
思
新
桂　
　

蚌
胎
未
だ
満
た
ず
し
て
新
桂
を
思
い

琥
珀
初
成
憶
旧
松　
　

琥
珀
初
め
て
成
り
て
旧
松
を
憶
う

若
信
貝
多
真
実
語　
　

若
し
貝ば

い
た多

真
実
の
語
を
信
ず
れ
ば

三
生
同
聴
一
楼
鐘　
　

三さ
ん

生し
ょ
う

同
じ
く
聴
か
ん　

一
楼
の
（
14
）

鐘
を

　

こ
の
詩
の
第
一
・
二
句
は
、
本
生
譚
に
み
え
る
捨
身
な
ど
を
言
い
、

仏
道
修
行
の
厳
し
さ
を
表
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

認
識
が
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
三
句
は
馮
浩
注
で
は
次

に
引
用
す
る
『
維
摩
経
』
に
よ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
排
印
本
、
五

〇
四
頁
）。

若
菩
薩
、
住
是
解
脱
者
、
以
須
弥
之
高
広
内
芥
子
中
、
無
所
増

減
。
須
弥
山
王
本
相
如
故
。
而
四
天
王
忉
利
諸
天
、
不
覚
不
知

己
之
所
入
。
唯
応
度
者
乃
見
須
弥
入
芥
子
中
。（
若も

し
菩
薩
、

是こ

の
解げ

脱だ
つ

に
住
す
れ
ば
、
須し

ゆ

弥み

の
高
広
な
る
を
以
て
芥け

子し

の
中

に
内い

る
る
に
、
増
減
す
る
所
無
し
。
須し

ゆ

弥み

山せ
ん

王の
う

の
本ほ

ん

相そ
う

は
故も

と

の

如
し
。
而
も
四し

天て
ん

王の
う

・
忉と

う

利り

の
諸
天
は
、
己
れ
の
入
る
所
を
覚

ら
ず
、
知
ら
ず
。
唯た
だ

応ま
さ

に
度ど

す
べ
き
者
は
乃
ち
須
弥
の
芥
子
の

中
に
入
る
を
見
る
。）

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
中
、
不
思
議
品
第

六
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
四
巻
、
五
四
六
頁
、

植
木
雅
俊
訳
『
梵
漢
和
対
照
・
現
代
語
訳
維
摩
経
』〈
岩

波
書
店
、
二
〇
一
一
〉
二
五
〇
・
三
頁
）

こ
れ
は
、
微
細
な
芥
子
粒
の
中
に
巨
大
な
須
弥
山
を
入
れ
て
も
、
粒

は
大
き
く
な
ら
ず
山
も
小
さ
く
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
四
句
は
、
朱
鶴
齢
注
に
引
く
道
源
注
で
は
次
に
引
用
す

る
『
維
摩
経
』
に
よ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（『
李
義
山
詩
集
』
巻
上
）。

又
於
下
方
、
過
恒
河
沙
等
諸
仏
世
界
、
取
一
仏
土
、
挙
著
上
方
、

過
恒
河
沙
無
数
世
界
、
如
持
鍼
鋒
挙
一
棗
葉
、
而
無
所
嬈
。（
又

下
方
に
於
い
て
、
恒ご

う

河が

沙し
や

等
の
諸
仏
の
世
界
を
過
ぎ
て
、
一
仏

土
を
取
り
て
、
上
方
、
恒
河
沙
の
無む

数し
ゆ

の
世
界
を
過
ぎ
て
挙
著

す
る
に
、
鍼し

ん

鋒ぽ
う

を
持
ち
て
一
棗そ

う

葉よ
う

を
挙
ぐ
る
が
如
く
し
て
、
而

も
嬈な

や

ま
す
所
無
し
。）

『
維
摩
詰
所
説
経
』
巻
中
、
不
思
議
品
第
六
（『
大
正

新
修
大
蔵
経
』
第
十
四
巻
、
五
四
六
頁
、
植
木
、
二
五

四
・
六
頁
）

こ
こ
で
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂
粒
の
よ
う
に
多
数
あ
る
仏
国
土
の
す

べ
て
を
持
ち
上
げ
る
の
が
、
針
の
先
で
な
つ
め
の
葉
を
持
ち
上
げ
る
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ほ
ど
た
や
す
い
こ
と
だ
と
言
う
。
こ
の
二
つ
は
菩
薩
の
見
せ
る
奇
跡

で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
起
こ
る
の
は
、
世
界
の
一
切
が
空
で
あ
る
か
ら
、

す
べ
て
の
事
物
は
互
い
に
浸
透
し
溶
融
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で

あ
る
。
李
商
隠
は
こ
の
認
識
を
対
句
の
形
に
構
成
す
る
。
そ
れ
を
口

語
訳
し
て
お
く
と
「
大
き
な
物
で
も
た
だ
ち
に
粟
粒
と
見
誤
る
ほ
ど

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
く
す
れ
ば
、
そ
れ
を
針

の
先
に
隠
す
こ
と
さ
え
も
で
き
る
。」
と
な
る
。

　

こ
の
第
三
・
四
句
は
空
間
に
対
す
る
認
識
を
表
し
て
お
り
、
さ
ら

に
詩
の
後
半
で
は
時
間
に
対
す
る
認
識
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
。
第

五
・
六
句
は
、
特
に
仏
典
中
の
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
仏
教
の
哲
理

を
述
べ
る
。
ひ
と
ま
ず
口
語
訳
す
る
と
、「
ハ
マ
グ
リ
の
中
で
月
が

満
ち
る
と
と
も
に
育
つ
真
珠
は
、
今
は
ま
だ
大
き
く
な
っ
て
い
な
い

が
、
や
が
て
こ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
は
月
が
満
ち
て
月
桂
の
木

が
新
た
に
茂
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
琥
珀
は
今
よ
う
や
く
石
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
琥
珀
の
も
と
に
な
っ
た
太
古
の
松
の
木
に

思
い
を
め
ぐ
ら
す
。」
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間
と
因
果
に
つ
い
て
の
考
察

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
句
の
「
蚌
胎
」
は
現
在
に
あ
る
も

の
で
、
因
果
の
因
に
当
た
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
未
来
の
果
は
「
新

桂
」
で
あ
る
。
ま
た
、
第
六
句
の
「
琥
珀
」
は
「
蚌
胎
」
と
同
じ
く

現
在
に
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
因
果
の
果
に
な
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る

過
去
の
因
は
「
旧
松
」
で
（
15
）

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
未
来
の
果
で
あ
る

「
新
桂
」
と
過
去
の
因
で
あ
る
「
旧
松
」
に
つ
い
て
は
、「
思
う
」「
憶

う
」
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
過
去
と
未
来
の
時
間
に

属
す
る
も
の
は
、
現
在
の
時
点
で
は
人
の
心
の
中
に
だ
け
あ
っ
て
、

実
在
は
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、現
在
に
あ
る「
蚌
胎
」

は
「
未
だ
満
た
ず
」
と
さ
れ
、同
じ
く
「
琥
珀
」
は
「
初
め
て
成
る
」

と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
両
者
と
も
に
変
化
の
途
中
に
あ
る
こ
と
を
表

す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
現
在
に
あ
る
事
物
も
ま
た
固
定
さ
れ
た
姿

を
持
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第

五
・
六
句
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
す
べ
て
は
確
か
な
も
の
で
は

な
く
、
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
の
心
の
中
に
だ
け

存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
次
に
引
用
す
る
『
華
厳
経
』
の
時
間
認
識
と
共
通
す
る
。

欲
知
長
劫
即
是
短
劫
、
短
劫
即
是
長
劫
、（
中
略
）
知
無
量
劫

即
是
一
念
、
知
一
念
即
是
無
量
劫
、
知
一
切
劫
入
無
劫
、
知
無

劫
入
一
切
劫
、
欲
悉
了
知
過
去
未
来
際
及
現
在
一
切
世
界
劫
数

成
敗
故
、
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
。（
長
劫
は
即
ち
是
れ

短
劫
な
り
、
短
劫
は
即
ち
是
れ
長
劫
な
り
と
知
り
、〔
中
略
〕

無
量
劫
は
即
ち
是
れ
一
念
な
り
と
知
り
、
一
念
は
即
ち
是
れ
無

量
劫
な
り
と
知
り
、
一
切
の
劫
は
無
劫
に
入
る
こ
と
を
知
り
、

無
劫
は
一
切
の
劫
に
入
る
を
こ
と
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
悉
く
過
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去
未
来
際
及
び
現
在
の
一
切
世
界
の
劫
数
成じ

ょ
う

敗は
い

を
了
知
せ
ん

と
欲
す
る
が
故
に
、阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
心
を
発お

こ

せ
り
。）

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
九
、
初
発
心
菩
提
功
徳
品

第
十
三
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
、
四
五
一
頁
、

『
国
訳
大
蔵
経
』
経
部
第
五
巻
、
三
一
三
〜
四
頁
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
鎌
田
茂
雄
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

人
間
の
生
物
的
な
肉
体
上
の
生
存
は
こ
の
現
世
に
限
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
た
だ
今
に
生
き
る
自
分
は
、
無
限
の
過
去
か
ら

の
宿
業
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
未
来
に
向
か
っ
て
も
輪

廻
し
転
生
し
、
生
々
流
転
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た

だ
今
の
一
念
、
心
の
動
き
の
な
か
に
過
去
も
未
来
も
映
し
出
さ

れ
る
。
過
去
と
い
っ
て
も
、
未
来
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
だ

今
の
一
念
の
影
で
あ
る
と
い
う
。

『
仏
教
の
思
想
６　

無
限
の
世
界
観
〈
華
厳
〉』（
角
川

文
庫
、
角
川
書
店
、
一
九
九
六
、
初
出
一
九
六
九
、
九

〇
頁
）

李
商
隠
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
詩
句
に
表
す
。
そ
の
詩
句
で
用
い

ら
れ
た
語
の
う
ち
、
月
の
満
ち
欠
け
と
と
も
に
成
長
す
る
真
珠
と
、

月
中
の
桂
は
、
他
の
作
品
に
も
用
い
ら
れ
る
彼
の
好
み
の
題
材
で
あ

（
16
）

る
。
こ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
、
同
じ
く
宝
石
の
類
の
琥

珀
と
植
物
の
松
と
を
対
置
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
語
の
対
応
の

上
で
も
緊
密
な
対
句
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
結
び
の
二
句
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
読
み
た
い
。
詩
の
中
で
こ
こ
ま
で
に
語
ら

れ
た
の
が
、「
貝
多
」
つ
ま
り
仏
典
に
記
さ
れ
た
真
理
で
あ
る
。
こ

れ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、「
三
生
」
つ
ま
り
前
生
・
今
生
・
後
生
の
す

べ
て
で
今
こ
こ
に
鳴
り
響
い
て
い
る
鐘
の
音
を
聴
け
る
と
す
る
道
理

が
わ
か
る
は
ず
だ
、
と
。
す
な
わ
ち
、
第
五
・
六
句
で
言
う
よ
う
に

す
べ
て
の
時
間
が
心
の
中
に
あ
る
な
ら
ば
、
今
の
自
分
が
聴
い
て
い

る
鐘
の
音
は
、
心
の
中
に
存
在
す
る
過
去
の
自
分
も
未
来
の
自
分
も

同
じ
く
聴
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
理
解
が
、
空
間
の
大
小
と
時
間
の
先
後
に
は
客
観
的
な
区
別
は
な

い
と
す
る
こ
の
詩
の
結
び
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
、「
題
僧
壁
」
詩
を
読
ん
で
き
た
。
こ
の
詩
に
表
さ
れ
た
よ

う
な
時
空
の
相
対
性
に
つ
い
て
の
論
は
、
老
荘
思
想
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
時
空
に
お
け
る
区
別
を
完
全
に
人
間
の
主
観
と
す
る
の
は
、

仏
教
に
独
特
な
考
え
方
で
（
17
）

あ
る
。
李
商
隠
は
、
仏
教
の
哲
理
の
中
で

も
特
に
こ
こ
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
、
既
成
の
中
国
思
想
に
対
す
る

仏
教
の
独
自
性
を
認
識
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
李
商
隠
の
仏
教
に
対
す
る

理
解
が
き
わ
め
て
深
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
む
し
ろ
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
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そ
れ
は
、
こ
の
詩
に
お
い
て
李
商
隠
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
技
巧
的

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼

も
唐
代
の
文
人
一
般
と
同
じ
く
、
仏
教
に
対
し
て
文
献
重
視
の
態
度

を
と
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
文
人
の
多
く
が
学
究
的
な
載

道
文
学
の
形
式
で
仏
教
の
哲
理
を
表
し
て
い
た
の
と
、
彼
は
違
う
。

つ
ま
り
、
仏
教
の
哲
理
と
美
的
な
詩
歌
の
言
語
表
現
を
結
び
付
け
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
個
性
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
�
仏
教
に
よ
る
時
空
認
識
の
詩
歌
と
の
関
わ
り

　
「
題
僧
壁
」
詩
に
示
さ
れ
た
時
空
認
識
に
通
じ
る
表
現
は
、
仏
教

と
は
関
わ
り
の
な
い
い
く
つ
か
の
李
商
隠
の
詩
歌
に
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、
李
商
隠
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
夜
雨
寄
北
（
夜
雨
、

北
に
寄
す
）」
詩
と
「
錦
瑟
」
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、「
夜
雨
寄
北
」
詩
を
引
用
す
る
。

君
問
帰
期
未
有
期　
　

君
は
帰
期
を
問
う
も
未
だ
期
有
ら
ず

巴
山
夜
雨
漲
秋
池　
　

巴
山
の
夜
雨
秋
池
に
漲
る

何
当
共
剪
西
窓
燭　
　

何い
つ

か
当ま

さ

に
共
に
西
窓
の
燭
を
剪
り
て

却
話
巴
山
夜
雨
時　
　

却
っ
て
話
す
べ
し　

巴
山
夜
雨
の
（
18
）

時
を

こ
の
詩
に
つ
い
て
、朱
彝
尊
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。
第
一
句
の「
君

問
帰
期
」
は
「
問
」
で
「
未
有
期
」
は
「
答
」
で
あ
り
、
第
二
句
は

「
今
夜
」
の
こ
と
で
あ
り
、第
三
句
は
「
他
日
帰
期
」
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
第
四
句
は
ま
た
「
今
夜
」
の
こ
と
で
あ
る
（
朱
鶴
齢
箋
注
・

沈
厚
塽
輯
評
『
李
義
山
詩
集
』
巻
上
）。
つ
ま
り
、
後
半
二
句
で
は
、

未
来
の
あ
る
時
点
で
北
へ
帰
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
過
去
と
な

っ
て
い
る
現
在
の
こ
と
を
話
そ
う
、
と
告
げ
て
い
る
と
す
る
。
こ
の

評
の
よ
う
に
、
異
な
る
時
間
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
が
こ
の
詩
の

特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

次
に
「
錦
瑟
」
詩
の
結
び
の
二
句
を
引
用
す
る
。

此
情
可
待
成
追
憶　
　
此
の
情　

追
憶
を
成
す
を
待
つ
べ
け
ん
や

只
是
当
時
已
惘
然  　

只
だ
是
れ　

当
時　

已
に
（
19
）

惘
然

こ
の
二
句
に
対
す
る
屈
復
の
解
釈
を
示
す
。

「
此
情
」
は
即
ち
中
四
を
指
し
、
言
え
ら
く
、
当
時
已
に
是
れ

惘
然
な
れ
ば
、
今
日
追
憶
す
る
を
待
つ
べ
け
ん
や
、
其
の
惘
然

た
る
は
更
に
何
如
や
、
と
。

『
玉
渓
生
詩
意
』
巻
四
（
正
大
印
書
館
、
一
九
七
八
影

印
本
、
二
一
三
頁
）

こ
の
詩
の
「
中
四
」
句
つ
ま
り
第
三
句
か
ら
第
六
句
は
、
何
か
を
象

徴
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
何
を
表
し
て

い
る
の
か
分
か
り
難
く
、
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
屈
復
は
、

第
七
句
の
「
此
情
」
が
こ
の
四
句
を
指
す
と
す
る
。
そ
し
て
、
追
憶

さ
れ
る
事
が
起
こ
っ
て
い
た
当
時
か
ら
、
気
持
ち
は
す
で
に
ぼ
ん
や

り
と
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
今
に
な
っ
て
は
っ
き
り
と
思
い
出
す
こ
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と
は
で
き
な
い
、
と
結
び
の
二
句
を
解
釈
す
る
。
こ
れ
が
広
く
行
わ

れ
て
い
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
も
、
こ
の
詩
で
は
時
間
の

経
過
が
通
常
と
は
異
な
る
感
覚
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
記
憶
は
通
常
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
曖

昧
に
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
詩
に
さ
ら
に
複
雑
な
時
間
表
現
を
見
て
取
る
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
例
が
汪
師
韓
の
解
釈
で
あ
る
。
汪
は
こ
の
詩
を
自
己
の

不
遇
を
嘆
く
も
の
と
し
て
お
り
、
結
び
を
次
の
よ
う
に
読
む
。

「
追
憶
」
は
後
世
の
人
の
追
憶
を
謂
う
な
り
。「
可
待
」
は
、

猶
必
ず
後
に
伝
わ
る
は
疑
い
無
き
を
云
う
が
ご
と
き
な
り
。

「
当
時
」
は
、
現
在
を
指
し
て
言
う
。「
惘
然
」
は
適
従
す
る
所

無
き
な
り
。
言
え
ら
く
後
世
の
伝
は
、
自
ら
信
ず
べ
き
と
雖
も
、

即
今
の
淪
落
は
嘆
く
べ
き
と
為
す
の
み
と
。

『
詩
学
纂
聞
』
李
義
山
錦
瑟
詩
（
王
夫
之
等
撰
『
清
詩

話
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
、
四
六
三
頁
）

「
追
憶
」
と
は
、
未
来
の
人
が
李
商
隠
の
こ
と
を
思
う
、
と
す
る
。

す
る
と
、「
当
時
」
は
、
李
商
隠
か
ら
す
れ
ば
現
在
で
あ
り
、
未
来

の
読
者
か
ら
す
れ
ば
過
去
と
な
る
。「
錦
瑟
」
詩
か
ら
は
、
こ
の
よ

う
な
複
雑
な
時
間
の
錯
綜
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
種
の
時
間
の
錯
綜
が
表
現
さ
れ
た
詩
の
中
で
も
、「
潭
州
」

詩
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
詩
は
、
李
商
隠
の
特
異
な

典
故
表
現
に
対
す
る
自
己
分
析
と
し
て
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。

潭
州
官
舎
暮
楼
空　
　

潭
州
の
官
舎　

暮
楼
空
し

今
古
無
端
入
望
中　
　

今
古　

端
無
く
も
望
中
に
入
る

湘
涙
浅
深
滋
竹
色　
　

湘
涙　

浅
深　

竹
色
を
滋う

る
おし

楚
歌
重
畳
怨
蘭
叢　
　

楚
歌　

重
畳　

蘭
叢
を
怨
む

陶
公
戦
艦
空
灘
雨　
　

陶
公
の
戦
艦　

空
灘
の
雨

賈
傅
承
塵
破
廟
風　
　

賈
傅
の
承
塵　

破
廟
の
風

目
断
故
園
人
不
至　
　

目
断
す　

故
園　

人
至
ら
ず

松
醪
一
酔
与
誰
同　
　

松
し
ょ
う

醪ろ
う　

一
酔　

誰
と
同
じ
う
（
20
）

せ
ん

　

李
商
隠
の
詩
歌
に
は
、
他
に
は
な
い
特
異
な
典
故
の
用
法
が
見
ら

れ
る
作
品
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
、
筆
者

は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
彼
の
詩
歌
の
中
で
特
異
と
見
な
さ
れ
る

典
故
表
現
は
、
詩
の
題
材
と
す
る
事
物
に
触
発
さ
れ
て
心
の
中
に
浮

か
び
上
が
っ
た
故
事
や
伝
説
に
即
し
た
像
を
そ
の
ま
ま
書
き
表
し
た

も
の
で
あ
り
、
書
物
の
中
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
引
用
し
た
も
の
で
は

な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
通
常
の
意
味
で
の
典
故
表
現
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
用
法
を
典
故
の
原
則
に
当
て
は
め
れ
ば
、

特
異
性
が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
（
21
）

あ
る
、
と
。

　
「
潭
州
」
詩
の
第
二
句
「
今
古
無
端
入
望
中
」
は
、
こ
の
よ
う
な

故
事
や
伝
説
に
即
し
た
心
象
の
出
現
に
つ
い
て
自
覚
的
に
述
べ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
状
態
を
具
体
的
に
表
現
し
た
の
が
、
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第
三
句
か
ら
第
六
句
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
眼
前
の
情
景
で
あ
る
竹

や
ぶ
と
蘭
の
草
む
ら
、
そ
し
て
さ
び
し
い
早
瀬
に
降
り
し
き
る
雨
と

壊
れ
た
廟
に
吹
き
す
さ
ぶ
風
が
、
作
者
の
精
神
を
刺
激
す
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
過
去
の
人
物
た
ち
の
像
が
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
舜
の
二

妃
と
屈
原
で
あ
り
、
陶
侃
の
率
い
る
戦
艦
と
賈
誼
の
と
ば
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
現
在
と
過
去
の
別
々
の
時
間
に
属
す
る
も
の
が
、
同
じ
く

眼
前
の
空
間
で
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
題
僧
壁
」
詩

に
「
三
生
同
聴
一
楼
鐘
」
と
表
さ
れ
た
、
異
な
る
時
空
に
属
す
る
も

の
が
心
の
中
で
融
合
し
て
い
る
状
態
に
通
じ
て
い
る
。

　

も
と
よ
り
、
李
商
隠
の
詩
歌
の
特
異
な
典
故
表
現
が
、
彼
の
生
得

的
な
資
質
と
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の
特
異
性
を
自
覚
し
た
契
機
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
仏
教
の
哲
理
に
よ
る
時
空
認
識
を
得
た
こ
と
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

五
�
結

　

以
上
の
論
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
く
。
李
商
隠
に
は
、
他
の

唐
代
文
人
た
ち
と
同
じ
く
、
仏
教
に
対
し
て
文
献
を
重
視
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
他
の
唐
代
文
人
一
般
と
異
な
る
の
は
、

儒
教
を
仏
教
の
上
位
に
置
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り

純
粋
に
仏
教
の
哲
理
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
既

成
の
中
国
思
想
に
は
な
い
仏
教
の
時
空
認
識
を
十
分
に
理
解
し
、
そ

れ
を
詩
歌
の
形
で
表
現
す
る
ま
で
に
到
る
。
そ
し
て
、
こ
の
認
識
に

通
じ
る
時
間
の
表
現
は
、
彼
の
代
表
作
と
さ
れ
る
詩
歌
に
も
用
い
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
特
異
な
典
故
表
現
に
自
覚
的
に
な
る
契
機
の

ひ
と
つ
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
考
察
は
こ
こ
ま
で
だ
が
、
さ
ら
に
、
仏
教
は
李
商
隠
の

詩
歌
の
本
質
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
の
詩
歌
に
は
不
安
定
な
感
覚
を
引
き
起
こ
す
表
現
が

多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
時
代
背
景
や
彼
自
身
の
経
歴
か
ら
説
明

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
時
間
と
空
間
の
中
で
安
定
し
て
存

在
す
る
も
の
は
何
も
な
い
と
す
る
仏
教
の
世
界
観
に
も
よ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　　
　

注

（
1
）「
李
商
隠
の
詩
歌
と
道
教―

存
思
内
観
を
描
い
た
詩―

」（
文
教
大
学

国
文
学
会
『
文
教
大
学
国
文
』
四
二
、
二
〇
一
三
）
お
よ
び
、「
李
商
隠

の
詩
歌
に
お
け
る
宗
教
と
文
学
の
あ
い
だ
」（『
文
教
大
学
国
文
』
四
三
、

二
〇
一
四
）。

（
2
）
巻
四
、
大
中
七
年
、
四
十
二
歳
の
箋
に
は
、「
樊
南
乙
集
序
」
か
ら
大

中
五
年
に
妻
が
死
去
し
て
以
来
真
剣
に
仏
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
あ
る
の
を
引
き
、
ま
た
柳
仲
郢
の
幕
府
で
禅
に
傾
倒
し
て
い
た
こ

と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
3
）
本
文
で
引
用
し
た
澤
崎
久
和
と
深
澤
一
幸
の
論
文
の
他
に
、
以
下
の

先
行
研
究
が
あ
る
。

　
　

平
野
顕
照
『
唐
代
文
学
と
仏
教
の
研
究
』（
朋
友
書
店
、
一
九
七
八
）

第
五
章
、
李
商
隠
の
文
学
と
仏
教
（
初
出
、「
晩
唐
の
文
学
と
仏
教―

李

商
隠
の
場
合―
」〈
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二

二―

一
、
一
九
七
三
〉）

　
　

陳
引
馳
『
隋
唐
仏
学
与
中
国
文
学
』（
百
花
洲
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇

一
）
第
二
章
、
唐
詩
人
的
仏
教
抉
択
：
仏
道
関
係
角
度
之
観
察
、
第
三
節
、

李
商
隠
：
浮
世
無
情
的
鋭
感

　
　

周
建
国「
李
商
隠
与
仏
教
」（
帝
塚
山
学
院
大
学
中
国
文
化
研
究
会『
中

国
文
化
論
叢
』
一
〇
、
二
〇
〇
一
）

（
4
）
内
田
誠
一
は
、「『
安
禅
制
毒
竜
』
考―
王
維
の
仏
教
詩
に
お
け
る
実

践
性
に
つ
い
て―

」（
中
国
詩
文
研
究
会
『
中
国
詩
文
論
叢
』
一
〇
、
一

九
九
一
）
で
、「
過
香
積
寺
」
詩
の
結
び
は
『
維
摩
経
』
の
「
香
積
仏
品
」

と
『
法
苑
珠
林
』
の
毒
竜
の
話
が
関
連
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

（
5
）
本
文
で
引
用
す
る
李
商
隠
詩
の
底
本
は
、
劉
学
鍇
・
余
恕
誠
『
李
商

隠
詩
歌
集
解
（
増
訂
重
排
本
）』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
四
）
と
す
る
。「
北

青
蘿
」
は
、
第
五
冊
、
二
〇
八
五
頁
。

（
6
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
戸
崎
哲
彦
「
柳
宗
元
と
中
唐
の
仏
教
」（
京

都
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
『
中
国
文
学
報
』
三
八
、
一

九
八
七
）、
須
藤
健
太
郎
「
権
徳
輿
の
文
学
論
と
三
教
」（『
松
浦
友
久
博

士
追
悼
記
念
中
国
古
典
文
学
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
）
が
具
体

例
か
ら
論
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

（
7
）
底
本
第
一
冊
、
六
〇
頁

（
8
）
儒
教
の
持
つ
普
遍
性
に
も
問
題
は
あ
ろ
う
が
知
識
、
教
養
に
出
発
す

る
宗
教
は
、
お
の
ず
と
信
仰
よ
り
も
哲
理
が
主
体
と
な
り
、
思
索
を
媒

体
と
す
る
が
故
に
既
成
の
儒
教
思
想
に
基
づ
く
理
解
を
生
み
や
す
く
、

儒
教
に
合
一
し
、
も
し
く
は
儒
教
を
擁
護
す
る
範
囲
に
お
い
て
仏
教
を

摂
取
し
解
釈
を
施
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

藤
善
眞
澄
前
出
書
、
二
七
七
頁

（
9
）
拙
著
『
李
商
隠
詩
文
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
）
第
一
編
第
二
章
、

李
商
隠
の
転
機
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
朱
鶴
齢
注
に
よ
れ
ば
、「
坐
視
世
界
如
恒
沙
」
は
以
下
に
よ
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
。

　

住
不
可
思
議
解
脱
菩
薩
、
断
取
三
千
大
千
世
界
、
如
陶
家
輪
。
著
右
掌
中
、

擲
過
恒
河
沙
世
界
之
外
、
其
中
衆
生
不
覚
、
不
知
己
之
所
往
。

　

『
維
摩
詰
所
説
経
』巻
中
、不
思
議
品
第
六（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

第
十
四
巻
、
五
四
六
頁
）

（
11
）
底
本
第
五
冊
、
二
一
五
九
頁

（
12
）
諸
比
丘
、
彼
仏
滅
度
已
来
、
甚
大
久
遠
。
譬
如
三
千
大
千
世
界
所
有

地
種
、
仮
使
有
人
、
磨
以
為
墨
、
過
於
東
方
千
国
土
、
乃
下
一
点
。
大

如
微
塵
。
又
過
千
国
土
、
復
下
一
点
。
如
是
展
転
尽
地
種
墨
、
於
汝
等

意
云
何
。
是
諸
国
土
若
算
師
、
若
算
師
弟
子
、
能
得
辺
際
、
知
其
数
不
。

　

鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
三
、
化
城
喩
品
第
七
（『
大
正

新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
、
二
二
頁
）

（
13
）
爾
時
東
方
、
去
此
無
量
無
数
阿
僧
祇
恒
河
沙
数
微
塵
等
世
界
、
彼
有

仏
土
、
名
意
楽
美
音
、
仏
号
虚
空
等
如
来
、
応
供
、
正
遍
知
、
明
行
足
、

善
逝
、
世
間
解
、
無
上
士
、
調
御
丈
夫
、
天
人
師
、
仏
、
世
尊
。
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曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
一
、
寿
命
品
第
一
（『
大
正
新
修

大
蔵
経
』
第
十
二
巻
、
三
七
〇
頁
）

（
14
）
底
本
第
三
冊
、
一
四
二
三
頁

（
15
）
こ
こ
ま
で
の
解
釈
は
、
次
の
注
釈
を
参
照
し
た
。

　

五
六
は
、
道
の
因
果
を
以
て
言
う
。
蚌
胎
未
だ
満
た
ず
は
、
因
な
り
。

而
し
て
未
来
の
桂
を
卜
す
べ
し
。
琥
珀
初
め
て
成
る
は
、
果
な
り
。
而

し
て
実
に
過
去
の
松
に
本
づ
く
。

　

陸
崑
曾
『
李
義
山
詩
解
』（
影
印
本
、
上
海
書
店
、
一
九
八
五
）

（
16
）
月
中
の
桂
樹
は
「
同
学
彭
道
士
参
寥
」
詩
に
「
月
中
桂
樹
高
多
少
、

試
問
西
河
斫
樹
人
」（
底
本
第
五
冊
、二
一
四
一
頁
）、「
一
片
」
詩
に
「
楡

莢
散
来
星
斗
転
、
桂
華
尋
去
月
輪
移
」（
底
本
第
五
冊
、
二
二
一
五
頁
）

と
あ
り
、
月
の
満
ち
欠
け
と
と
も
に
育
つ
真
珠
は
「
錦
瑟
」
詩
に
「
滄

海
月
明
珠
有
涙
、
藍
田
日
暖
玉
生
煙
」、「
城
外
」
詩
に
「
未
必
明
時
勝

蚌
蛤
、
一
生
長
共
月
虧
盈
」（
底
本
第
四
冊
、
一
八
一
五
頁
）
と
あ
る
。

（
17
）
こ
の
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
も
の
と
し
て
以
下
の
文
章
を
引
用

す
る
。

　

荘
子
の
思
想
の
真
の
伝
統
を
、
続
く
隋
唐
期
に
お
い
て
継
承
し
た
の
は
、

仏
教
の
華
厳
宗
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
（
中
略
）
荘
子
よ
り
も
ず
い
ぶ

ん
先
ま
で
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
時
間
・
空
間
の
区

別
を
「
斉ひ
と

」
し
く
し
て
「
一
」
な
る
も
の
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
何
と
「
融と
か

」

し
て
「
無
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
回
転
」
し
て
「
心
」
と
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

　

劉
文
英
著
、
堀
池
信
夫
・
菅
本
大
二
・
井
川
義
次
訳
『
中
国
の

時
空
論　

甲
骨
文
字
か
ら
相
対
性
理
論
ま
で
』（
東
方
書
店
、
一

九
九
二
、
原
著
『
中
国
古
代
時
空
観
念
的
産
生
和
発
展
』
上
海

人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
、
第
六
章
、
時
間
・
空
間
の
相
対
性

と
絶
対
性
、
一
八
〇
頁
）　

（
18
）
底
本
第
三
冊
、
一
三
五
五
頁

（
19
）
底
本
第
三
冊
、
一
五
九
九
頁

（
20
）
底
本
第
二
冊
、
八
二
二
頁

（
21
）
拙
著
『
李
商
隠
詩
文
論
』
第
三
編
第
五
章
、「
錦
瑟
」
詩
に
つ
い
て
、

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

 

（
文
教
大
学
）




